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１ 移行支援シート作成・活用の基本的な考え方

「移行支援シート」とは

１ 就学前，就学中，卒業後などの各ライフステージにおいて，子どもの相談・

支援にかかわる教育，福祉，保健，医療，労働機関などそれぞれの相談内容

や支援内容を記したものをシート化し，ファイリングしたものが「相談支援

ファイル（仮称）」です。

２ 相談支援ファイルには，各ライフステージごとの支援機関における相談・

支援の具体的な内容，例えば，園や学校で，年度ごとに作成される個別の指

導計画や個別の教育支援計画などがファイリングされますので，かなりの情

報量になることが予想されます。

３ 就学等に当たって，子どもの情報をコンパクトにまとめ，焦点化して就学

前の支援機関から就学後の支援機関へ引継ぎ，早期に受入等の準備を進める

ために活用するものとして，「移行支援シート」があります。

４ 「移行支援シート」を活用することによって，以下のことが可能になりま

す。

(1) 子どもにとって，何を情報として引き継ぐことが有効であるかを，整理

することができる。

(2) 移行先の生活や環境（日課や授業の進め方，友達との関係づくり，休み

時間の過ごし方など）と，これまでの生活等との違いを明確にし，一人一

人に必要な配慮や支援を引き継ぐことができる。

(3) 子どもや保護者が安心して就学・進学できるような状況をつくっていく

ことができるとともに，支援する側も移行期の戸惑いや不安を軽減するこ

とができる。
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２ 移行支援シートの様式及び記入のポイント

ここでは，幼稚園から小学校に就学する子どもの様式に基づいて説明します。中学校・

高等学校への就学・進学など他の移行期における作成に際しても参考にしてください。

１ 現在行っている主な支援の内容 <幼稚園・保育所等 → 小学校・特別支援学校（小学部）>

(1) 資料の観点例を参考に各項目について，支援度を記入してください。

◎：配慮・支援の必要はない。

○：何らかの配慮・支援があればできる。

△：多くの配慮・支援を要する。

(2) ○又は△の項目について，これまで行ってきた配慮や支援を具体的に記入して

ください。

項 目 支援度 主に幼稚園・保育所等で行ってきた配慮・支援

① 健康面に関する配慮 ◎

② 見え ◎

③ 聞こえ ◎

④ 姿勢保持 ◎

⑤ 移動 ◎

⑥ 手指の動き ◎

⑦ その他（ ）

① 食事 ○ ① 偏食の傾向があり，食べることに集中でき

② 排せつ ◎ ないところがあるが，教師が近くに座り，言

③ 衣服の着脱 ○ 葉掛けすると落ち着いて食事に臨むことがで

④ 片付け ◎ き，苦手なものも少しずつ食べようとする。

⑤ 用具の使用・活用 ○ ⑥ 一日の流れや活動内容を絵カードで示し，

⑥ その他（スケジュールの理解や変更） ○ 説明することで，活動の切り替えがスムーズ

にできる。

社

① 指示や話の内容理解 ○ ③⑦ 絵カードなどで視覚的に相手の気持ちを

会

② 意思の伝達 ○ 伝えると理解しやすい。また，教師が「お友

性

③ 人とのかかわり ○ 達はどんな気持ちかな？」と言葉かけするこ

・

④ 遊び ○ とで，自分で考えられるようになってきてい

行

⑤ 集団行動 ○ る。

動

⑥ 決まりの理解や遂行 ○

⑦ 感情のコントロール ○

⑧ 危険回避・危険予知 ○

⑨ その他（ ）

学
① 理解（上下・前後・左右など） ○

習
② 文字への興味・関心 ○

へ
③ 平仮名（自分の名前程度）の読み ◎

の
④ 平仮名（自分の名前程度）の書き △ ④ 書くことへの興味も出てきている。「名前

準
⑤ 数えることへの興味・関心 ○ はどうだっけ？」と教師に求めてくるので，

備
⑥ 描くことへの興味・関心 ◎ 「縦」「横」など言葉掛けしながら教師が手

⑦ その他（ ） を添えて書くようにしている。
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活

※ 各項目について，子どもの発達の様子や支援の状態から支援度（支援の必要度）

を３段階で評価します。○ページの資料（実際にはシートの裏面になる）に示した

各項目の観点を参考にして記入してください。

※ ○又は△の項目については，これまで行っ

てきた主な配慮や支援の内容を具体的に記述

します。その際，できるだけ「○○できない」

状態の記入ではなく「○○することによって

できる」という立場で子どもの様子をとらえ，

情報を伝えていくようにしましょう。

※ 最初に，関連する項目の番号を表記し，その

後に具体的な配慮や支援の内容を記入します。

「その他」の欄は，裏面の資料を参考に（ ）

に項目を記入してください。
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項 目 主に幼稚園・保育所等で行ってきた配慮・支援

①粘土や砂場遊び ① 教師も一緒に遊び，イメージを共

得意なこと などイメージを 有できるようにした。

興 形にすること ② 達成できたときは，特に多くの言

味 好きな遊び ②手伝いや当番活 葉を掛け，褒めることを大切にした。

・ 動

関 ①鉄棒やプール ② 鍵盤ハーモニカの練習等，長時間

心 苦 手 な こ と ②集中して取り組 にならないように○分程度と決めて

等 嫌いな活動 むこと 取り組む工夫をした。また，活動の

前後に好きなことができる時間を十

分とるようにした。

２ 就学先の学校へ

(1) 就学後も継続して取り組んでほしい内容や配慮事項

※ これまで大事にしてきた指導内容・方法の工夫（環境や働き掛けの工夫，支援のこつ，

情緒的に不安定になったときの対応など），これまでの指導で伸びてきたこと，これか

らも伸ばしてほしいこと，そのための手だてや配慮事項など

・ 登園時に，一日の流れや活動内容などを絵カードで具体的に伝えたり，片

付けの時間などを事前に伝えたりすることで，活動の切り替えがスムーズに

いく。

・ イライラして席に着けなかったり，声を出したりなど情緒的に不安定なと

きは，静かな場所に移動し，落ち着いて話を聞くようにした。本人の思いを

しっかり受け止め，「○○が嫌だったんだね」と肯定的な言葉で話すように

配慮すると教師の話も聞き入れやすい。

(2) 就学後の学校生活に関する要望・期待など（保護者記入欄）

・ 早く新しい先生や友達に慣れて，みんなと一緒にいろいろなことができる

ようになってほしい。

このシートの内容を就学先や関係する支援機関と共有することに同意します。

平成○○年 ○月 ○日

名前（保護者） ○○ ○○

※ 子どもの生活全般をみて「得意なこと，好きな遊び」「苦手なこと，嫌いな活動」

などを書きます。そのことが，就学後の支援の大きな手掛かりになります。

※ 就学後の生活を想定して，特に必要になる支援・継続してほしい内容などを

まとめます。「１ 現在行っている主な支援の内容」の中で述べたことを更に具

体的に伝えたり，補足したりすることもあります。

※ 移行支援シートを作成したり，シートを就学先に引継いだりするには，保護者の

同意が必要です。また，実態に応じて本人の進路希望や将来の夢などを記入するこ

とも大切になります。 （５ページ参照）



- 4 -

［資料］ 各項目の観点例

項 目 各 項 目 の 観 点 例

① 健康面に関する配慮 睡眠，栄養，生活リズム，呼吸，体温，脈拍，てんかん

② 見え 視力，視野，色覚，光覚，眼球運動，斜視

③ 聞こえ 呼び掛けや音への反応，聴力，補聴器，人工内耳

④ 姿勢保持 首のすわり，寝返り，座位，立位，姿勢変換，変形

⑤ 移動 歩行，車いす，歩行器，杖使用，階段

⑥ 手指の動き 指の開閉，つかむ，持つ，操作する，巧緻性
ち

⑦ その他 清潔，衣服の調節 など

① 食事 好き嫌い，はし等の使用，そしゃく，えん下，食事の形態

② 排せつ 排便，排尿，導尿，排便後の処理，手洗い

③ 衣服の着脱 着る，脱ぐ，ハンガーの使用，くつの脱ぎ・履き

④ 片付け 用具の整理，衣服の整理

⑤ 用具の使用・活用 はさみやのり，筆記用具，諸器具

⑥ その他 あいさつ，自然へのかかわり，スケジュールの理解や変更 など

① 指示や話の内容理解 指示の理解・遂行，イメージの共有

② 意思の伝達 言葉，視線，指さし，身振り，サイン，絵・文字カード

③ 人とのかかわり 視線の共有，家族とのかかわり，教師や友達とのかかわり

④ 遊び 遊びの様子（一人遊び，平行遊びなど），遊びのルール

⑤ 集団行動 集団行動への参加

⑥ 決まりの理解や遂行 順番，幼稚園・保育所の決まり，公共施設の利用

⑦ 感情のコントロール 多動性，衝動性，パニック

⑧ 危険回避・危険予知 交通ルールの遵守，危険な場所への立入，火気や刃物の使用，異食

⑨ その他 こだわりの有無 など

学
① 理解（上下・前後・左右など） 自他の物の区別，上下・前後・左右の理解

習
② 文字への興味・関心 文字を使った遊び，絵本への親しみ，マーク，記号

へ
③ 平仮名（自分の名前程度）の読み 自分の名前程度のいくつかの平仮名の読み

の
④ 平仮名（自分の名前程度）の書き 自分の名前程度のいくつかの平仮名の書き

準
⑤ 数えることへの興味・関心 具体物を数える，数字の拾い読み，数唱

備
⑥ 描くことへの興味・関心 形の模写，車・人・家など簡単な物の描写，色彩

⑦ その他 歌う，リズム打ち など

健
康
・
身
体
機
能

身
辺
処
理
・
生
活

社
会
性
・
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動

※ シートの裏面に資料として示した「各項目の観点例」は，幼稚園・保育所段

階，小学校段階など，発達段階に応じて少し異なる内容になっています。子ど

もの発達の状態をとらえる際の参考にしてください。
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３ 移行支援シートの活用例

ここでは，特別な支援を必要とする子どもが，幼稚園・保育所段階から小学

校へ就学したいと考えている場合についての活用例を示します。あくまでも例

ですので，各学校（園）の実情に応じて，引継ぎの方法等を工夫することが大

切です。

１月３１日までに就学先
の決定通知

幼稚園・保育所，小学校が，来年度就学する予定で，支援

が必要と思われる子どもについて情報交換を行います。年間

を通じて，特別支援教育コーディネーター等による定期的な

連絡会が設定されていると情報交換がしやすくなります。

特別な支援を必要とする子どもについて移行支援シートを

使って，具体的な情報交換を行います。

幼稚園・保育所，

小学校連絡会

～

12

月

１

月

～

３

月

４

月

・ 新１学年の学年会や校内委員会などで特別支援教育コーディネーター等が

移行支援シートを活用して説明します。

・ 特別支援教育コーディネーター，小学校学級担任，保護者で今後の支援の

方向を話し合います。

幼稚園・保育所，

小学校連絡会

保護者との教育相談
小学校コーディネーター等が保護者と教育相談を行います。

・ 移行支援シートを使いながらの情報交換

・ 小学校の生活について説明

・ 入学式までの配慮や今後の教育相談の日時確認 など

市町村の就学相談
※ 子どもの実態によっては，市町村教育委員会の就学相談を受け

市町村就学指導委員会
たり，就学指導委員会で特別支援学級や通級指導教室の対象児の

判断がなされたりします。

新年度 担任や学校の組織の決定後

保護者または保護者の了解を得た幼稚園・保育所の担任が，就

学先の学校へシートを提出します。

幼稚園・保育所の担任と保護者が，シートを作成するかどうか

を相談します。

幼稚園・保育所の担任と保護者で，シートを作成します。
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４ 移行支援シートの作成・活用に関するＱ＆Ａ

Ｑ１： どのような子どもを対象に作成されるのですか。

移行支援シートは，在籍園・学校で行われていた「特別な教育的支

援や配慮」などに関する情報を，就学・進学先の学校に提供し，必要

な支援や配慮を引き継いでいくために作成されます。したがって，就

学・進学するに当たって，支援や配慮の引継ぎを行う必要がある子ど

もはすべて対象となります。作成・活用に当たっては，保護者の同意

を得る必要があります。

なお，学校卒業後，就労するときに作成・活用する就労移行支援シ

ートについても，現在検討中です。

Ｑ２： 誰がいつごろ作成するのですか。

子どもたちの教育に当たっている幼稚園，保育所，学校などの担任

が保護者とともに作成することになります。就学・進学への移行を支

援するためのシートですので，入学の前までには，保護者（又は在籍

園・学校等）から移行先の学校に届け，引継ぎが十分行われるように

準備することが必要となります。

Ｑ３： 就学・進学先の学校でどのように活用されるのですか。

就学・進学先の学校では，シートに記入されている支援や配慮の内

容を参考にしながら，早期に，これまで在籍していた園や学校の担任，

療育施設の担当者，地域の保健師などの関係者とのケース会や保護者

との教育相談を実施します。また，支援や配慮の内容については，就

学・進学後，校内委員会等で共通理解されるとともに，個別の指導計

画の作成や個別の教育支援計画の策定などにも反映されます。

Ｑ４： 在籍園・学校等で作成している個別の指導計画や教育支援計画との

関係はどうなりますか。

移行支援シートは，個別の指導計画や個別の教育支援計画を基に，

必要な情報をコンパクトにまとめて，早期に就学・進学先に引継いで

いくことで，子どもが安心して就学・進学できるようにするためのも

のです。移行支援シートによる引継ぎと同時又はその後に，就学・進

学先に個別の指導計画や個別の教育支援計画を引継ぐことにより，よ

り詳細な実態や指導や支援の記録などを就学・進学先に情報提供して

いくことはたいへん重要です。その際，個人情報の扱いについては，

十分な配慮が必要となりますので，就学・進学先に情報提供する場合

については，保護者と十分に話し合い，その同意を得るようにしてく

ださい。
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５ 就学についての教育相談に関するＱ＆Ａ

Ｑ１： 子どもの就学に関する相談はどこで行われているのでしょうか。

就学についての相談は，お住まいの市町村教育委員会で実施してい

ます。各市町村教育委員会では，９月ごろから「就学相談会」を開き

ます。幼稚園の年中，年少クラスであっても相談を受けることができ

る教育委員会もありますので確認してください。就学相談では，教育

学，医学，心理学そのほかの専門的な知識や経験がある相談員が相談

に当たっています。

また，お近くに特別支援学級や通級指導教室を設置している小学校

や特別支援学校，鹿児島県総合教育センターなどで就学に関する相談

を受けることができます。詳しくは，９ページの「相談機関一覧」を

参考にしてください。

Ｑ２： 子どもの実態把握をする際には，どのような点に気を付ければ良い

のでしょうか。

特別な教育的支援を必要とする子どもについては，一人一人の障害

の状態に応じた教育を行うことが必要です。

そのためには，子どもの日常生活全体を通しての行動や様子，発達

状況，特性など様々な視点から実態をとらえると同時に，学校･園を始

め，福祉，医療，保健などのいろいろな立場の方から適切な情報を得

ることが大切になります。関係する方々と話し合ったり，相談したり

しながら，子どもに必要なことを整理していくことが，実態をとらえ

る上で大切になります。

Ｑ３： 入学の決定までの手続きはどのようになっていますか。

お住まいの市町村教育委員会で，市町村内に住む学齢児童の学齢簿

が，１０月３１日までに作成されます。学齢簿が作成された後，１１

月３０日までに，就学前の健康診断が実施されますので，それを受け

てください。（１２月までに実施することが可能。）

そして，個別相談が必要な子どもについては，教育委員会が就学相

談会等を実施し，そこでの情報等を基に，教育学，医学，心理学など

の専門的な知識のある委員で構成される就学指導委員会を開催し，一

人一人のニーズに応じることができる就学先について審議します。

教育委員会は，就学指導委員会の意見や保護者の意見などを踏まえ，

最終的には就学先を決定し，１月３１日までに就学先の学校の入学期

日等の通知を保護者に届けます。（８ページ参照）
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＜ 就学手続きの流れ ＞

時 11月30日(四月前）が原則。
10月1日 10月31日 12月31日までの間に実施 12月31日 1月31日

期 (五月前) することが可能 (三月前) (二月前)

第
特 22
別 条 都道府県教委へ 保 護 者 へ
支 の 特別支援学校へ 入学期日及び
援 ３ の就学を適当と 学校指定の通
学 (※１) する通知 知
校 に

該 市町村教委 都道府県教委
当
す
る

学齢簿の作成 就学時の健康診断

第
市町村教委 市町村教委

22
小・中学校にお 保 護 者 へ

条
いて適切な教育 入学期日及び

小
の

を受けることが 学校指定の通
・ ３ できる特別な事 知
中 に 情があると認め
学 該 る場合（認定就
校 当 学者 ※２）

し
な

市町村教委

い
市町村教委

※１ 「学校教育法施行令第２２条の３」において，視覚障害，聴覚障害などの障害の種別ごと

に，特別支援学校に就学させるべき障害の程度（就学基準）を規定している。

※２ 市町村の教育委員会が，児童生徒の障害の程度のみならず，児童生徒の就学環境に係る諸

事情（スロープ等の整備，学習用機器の整備など）を総合的に考慮し，就学基準に該当する

程度の障害のある児童生徒のうち，小・中学校において適切な教育を受けることができる特

別な事情があると認める者

保護者，専門家の意見を聴き（就学指導委

員会等），それを踏まえ，適切な就学先が決定

される。
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相 談 機 関 一 覧

児童総合相談センター（発達障害者支援センター）

鹿児島県児童総合相談センター 鹿児島市桜ヶ丘６－１２ 099-264-3003

鹿児島県発達障害者支援センター （児童総合相談センター内） 099-264-3720

相 談 所

鹿児島県大隅児童相談所 鹿屋市打馬２－１６－６ 0994-43-7011

鹿児島県大島児童相談所 奄美市名瀬小俣町２０－２ 0997-53-6070

県教育委員会

義務教育課特別支援教育係 鹿児島市鴨池新町１０－１ 099-286-5296

県総合教育センター

特別支援教育研修課 鹿児島市宮之浦町８６２ 099-294-2820

特別支援学校

視覚障害 鹿児島盲学校 鹿児島市下伊敷１－５２－２７ 099-220-0441

聴覚障害 鹿児島聾学校 鹿児島市草牟田２－５３－５４ 099-226-1815

武岡台養護学校 鹿児島市小野町２７６０ 099-282-0440

知的 南薩養護学校 南さつま市金峰町尾下３２６ 0993-77-0100

障害 串木野養護学校 いちき串木野市下名１０４１ 0996-32-4105

牧之原養護学校 霧島市福山町福山６１４０－１ 0995-56-2665

肢体 鹿屋養護学校 鹿屋市大浦町１４０００ 0994-44-5109

不自由 中種子養護学校 熊毛郡中種子町野間６５８４－４ 0997-27-2818

大島養護学校 大島郡龍郷町芦徳１９１２－１ 0997-62-3050

知肢併置 出水養護学校 出水市文化町９６６ 0996-63-3400

肢体 鹿児島養護学校 鹿児島市吉野町２３００ 099-243-0114

不 自 由 桜丘養護学校 鹿児島市桜ヶ丘６－１２ 099-265-6642

皆与志養護学校 鹿児島市皆与志町１７８２－１ 099-238-5078

病肢 加治木養護学校 姶良郡加治木町木田１７８４ 0995-63-5729

知 肢 病 指宿養護学校 指宿市十二町４１９３－２ 0993-23-3211

市町村教育委員会

鹿児島市教育委員会 鹿児島市山下町６－１ 099-227-1941

三島村教育委員会 鹿児島市名山町１２－１８ 099-222-3141

十島村教育委員会 鹿児島市泉町１３－１３ 099-227-9771

指宿市教育委員会 指宿市十町２４２４ 0993-22-2111

枕崎市教育委員会 枕崎市中央町１８４ 0993-72-0170

南さつま市教育委員会 南さつま市加世田川畑２６２７－１ 0993-53-2111

南九州市教育委員会 南九州市川辺町平山３２３４ 0993-56-1111

日置市教育委員会 日置市伊集院町郡１丁目１００ 099-273-2111
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市町村教育委員会

いちき串木野市教育委員会 いちき串木野市湊町１丁目１番地 0996-21-5127

薩摩川内市教育委員会 薩摩川内市神田町３－２２ 0996-23-5111

さつま町教育委員会 薩摩郡さつま町船木３０２ 0996-52-1230

阿久根市教育委員会 阿久根市鶴見町２００ 0996-73-1211

出水市教育委員会 出水市緑町１－３ 0996-63-4079

長島町教育委員会 長島町指江７８７ 0996-88-5525

伊佐市教育委員会 伊佐市大口里２８４５－２ 0995-22-2619

霧島市教育委員会 霧島市隼人町内山田１－１１－１１ 0995-42-1116

加治木町教育委員会 姶良郡加治木町本町２５３ 0995-62-2111

姶良町教育委員会 姶良郡姶良町宮島町２５ 0995-66-3111

蒲生町教育委員会 姶良郡蒲生町上久徳２３９９ 0995-52-1211

湧水町教育委員会 姶良郡湧水町中津川６０３ 0995-75-2142

曽於市教育委員会 曽於市大隈町岩川５６２９ 099-482-5957

志布志市教育委員会 志布志市志布志町志布志２－１－１ 099-472-1111

大崎町教育委員会 曽於郡大崎町仮宿１０２９ 099-476-1111

鹿屋市教育委員会 鹿屋市共栄町２０－１ 0994-31-1137

垂水市教育委員会 垂水市旭町６１－２ 0994-32-7213

東串良町教育委員会 肝属郡東串良町川西１５４３ 0994-63-3131

錦江町教育委員会 肝属郡錦江町城元９１８ 0994-22-0517

南大隅町教育委員会 肝属郡南大隈町根占川北２２６ 0994-24-3111

肝付町教育委員会 肝属郡肝付町新富９８ 0994-65-8425

西之表市教育委員会 西之表市西之表７６１２ 0997-22-1111

中種子町教育委員会 熊毛郡中種子町野間５１８６－２ 0997-27-1111

南種子町教育委員会 熊毛郡南種子町中之上２７９３－１ 0997-26-1111

屋久島町教育委員会 熊毛郡屋久島町安房１８７－１ 0997-43-5900

奄美市教育委員会 奄美市名瀬幸町１９－２１ 0997-52-1111

大和村教育委員会 大島郡大和村大和浜１００ 0997-57-2111

宇検村教育委員会 大島郡宇検村湯湾２９３７－８３ 0997-67-2261

瀬戸内町教育委員会 大島郡瀬戸内町古仁屋船津２３ 0997-72-0113

龍郷町教育委員会 大島郡龍郷町浦１１０ 0997-62-3111

喜界町教育委員会 大島郡喜界町湾１７４６ 0997-65-1111

徳之島町教育委員会 大島郡徳之島町亀津２９１８ 0997-82-1308

天城町教育委員会 大島郡天城町平土野２６９１－１ 0997-85-5226

伊仙町教育委員会 大島郡伊仙町伊仙１８４２ 0997-86-3111

和泊町教育委員会 大島郡和泊町和泊１０ 0997-92-1111

知名町教育委員会 大島郡知名町知名３０７ 0997-93-3111

与論町教育委員会 大島郡与論町茶花３２－１ 0997-97-3111


